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１．序
3次元流体モデル（数値計算）

相転移（QGP相→ハドロン相）

１次元流体モデル（解析解）

相転移は考えていない．

音速がパラメータ



２．1次元流体モデル
完全流体のエネルギー運動量保存

熱力学的関係式

状態方程式



を に垂直な方向に射影する

いずれの方程式も，次の式に帰着する

を満たす が存在する

を に方向に射影し，熱力学的関係式を用いる



Legendre 変換

について解く

これらの式を用いて，エントロピー保存則において

変数変換 を行う



エントロピー保存則より

変数変換

初期条件

(電信方程式)



電信方程式の解
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３．QGP相からハドロン相への相転移を導入

音速：

3.1 QGP相

まで発展系は



３．２ ハドロン相

この方程式の解で，0＜ω＜ωc のとき

QGP相における解に帰着するものを求める．

Equation of telegraphy

系は まで発展

ω0＜ω＜ωc のとき，cs=c0 とおくと，QGP相における解に一致．



４．１粒子ラピディティ分布

Cooper-Frye流の描像



５．データ解析
RHIC Au+Au→ 200 AGeV
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流体要素の時空発展

x-t diagram at fixed y
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流体要素の温度変化

T=Tc +0から

T=Tc -0に変化するとき，
音速が

に変化する．

η=0の流体要素は

T=Tcの状態が

まで続く

流体要素の温度変化 (η=一定)
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K.Moritaよりの私信
cf. K.Morita, nucl-th/0611093



６．まとめ

Landau流1次元流体モデルにQGP相からハドロン相への相

転移を導入した解を求めた．

相転移はT=Tcにおける音速の変化で表される．

QGP phase: c0 , Hadronic phase: cs (<c0 )
RHIC 200 AGeV (Brahms)のデータより定めたパラメータを用

いて，流体要素の時空発展を調べた．

流体要素がτで測って数fm，T=Tcの状態を保つ (3次元流
体モデルの数値計算と同様な結果)ことがわかった．


